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17施工計画

1 ．はじめに

　本工事は、長崎県県央地域（諫早市）と島原半
島地域（島原市）を結ぶ幹線道路である国道57号
の交通混雑緩和および交通安全性向上を目的とし
た自動車専用道路の建設工事の一環として、森山
地域において鋼橋上部工を新設する工事である。
工事概要
⑴　工 事 名：長崎57号下井牟田赤崎高架橋
　　　　　　　上部工（P11～P17）工事
⑵　発 注 者：国土交通省九州地方整備局
⑶　工事場所：長崎県諫早市赤崎町地先
⑷　工　　期：平成30年 9 月26日～
　　　　　　　令和元年12月16日

2 ．現場における問題点

　本工事の施工箇所は、終点側の 2径間を施工済
のONランプとOFFランプに挟まれ、起点側の 1
径間は地元企業建屋に接した場所であった。ま
た、島原鉄道が施工箇所と並走しており、鉄道に
対する制約条件もあった。これらのことは現地施
工前から認識していたことでもあり、詳しい条件
を発注者に確認の元、施工計画を練っていたため
問題になることはなかった。しかしながら、現地
施工開始前に隣接工区の下部工工事で問題が発生
し、本工事の施工開始前に終わる予定であった下
部工工事が、本工事と同時に施工することになっ
た。

　当初計画において、諸々の制約条件を加味した
上で綿密な施工計画を練っていたが、さらに制約
条件が加わったため施工計画を練り直すことに
なった。具体的には、施工ヤードとして 1径間分
のヤードを使っての架設計画であったが、下部
工工事とヤードを共用しなければならないため、
図‒ 1に示すように使用できるヤードが1/2径間
分の広さとなった。
　下部工工事が終了するまで本工事を一時中止す
ることも発注者と協議したが、路線全体の工事工
程等を考えると、下部工工事と同時に施工するこ
とが最良であったため、狭隘なヤード内で安全に
施工することが求められた。

3 ．工夫・改善点と適用結果

　狭隘な施工ヤード内で隣接業者とヤードを共用
して安全に施工するため、以下の対策を行った。
1）　下部工工事への地盤影響確認
　本工事では大型重機を使用して鋼桁架設を行う
ため、大型重機による地盤への反力が下部工工事

図‒ 1 　施工箇所上空写真
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へ影響を及ぼすか検討を行った。その結果、下部
工工事が最も深く床掘を行ったステップにおいて
も、土留矢板へは影響を与えないことが確認でき
た。また大型重機による施工中においても地盤状
況を逐次計測し、地盤の挙動がないことを確認し
ながら作業を行った。
2）　共同での作業手順会議開催
　一般的に、作業手順会議はその作業に従事する
作業員を招集して開催するが、図‒ 2のように隣
接業者の職員も本工事の作業手順会議に加わって
もらい、一緒に会議を行った。これにより本工事
の作業内容を隣接業者により詳しく理解してもら
うことができ、どの作業にどのような危険がある
のか共通認識を得ることができた。また作業員に
おいても、他工事の人員が会議に参加しているこ
とで、通常よりもより安全に対する認識を高めな
ければいけないという意識をもって作業に臨め
た。

3）　作業ヤードの有効活用
　当初計画していた使用可能ヤードの広さが1/2
になったため、資機材の置き場を確保することが
できなくなった。対策として、本工事施工範囲内
の他径間ヤードに資機材を仮置きし、使用する数
量のみをその都度横持ちした。加えて、横持ちに
はフォークリフトを使用することで狭隘なヤード
内においても小回りができるように工夫した。
4）　作業工程の見直し
　ヤード内で地組するスペースが狭くなったた
め、一度に搬入する部材数を少なくし、図‒ 3の

図‒ 2 　作業手順会議

ように地組から架設までのサイクルを細かく区切
り、狭い範囲内で作業できるように工夫した。こ
れにより、当初計画時の全体工程を遅らせること
なく施工することができた。

5）　ヤード境界からの越境防止対策
　桁地組時および桁架設時に長尺部材である主桁
が隣接工事施工範囲内に越境することを防止する
ために、吊荷監視員の配置に加えてヤード境界
に図‒ 4に示すレーザーバリアシステムを構築し
た。これにより、主桁を吊り上げた際に隣接工区
へ越境することを防止した上で、安全に施工する
ことができた。

4 ．おわりに

　本工事では非常に狭隘な施工ヤード内におい
て、本工事関係者だけでなく、隣接業者の安全に
も配慮したうえで、計画工程内に施工を終えるこ
とができた。本工事での工夫や改善点が他工事に
おいて同様の問題が発生した場合に参考になれば
幸いである。
　最後に、本工事の施工にあたりご協力、ご指導
いただいた関係者の皆様に厚くお礼を申し上げま
す。

図‒ 3 　作業工程イメージ

図‒ 4 　レーザーバリアシステム


